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1.件名 

  拠点内 LAN機器のリース契約 

 

2.目的 

情報化の著しい昨今では、研究開発業務の遂行のために、情報機器をネットワーク（以下、

「機構ネット」という）に接続してインターネットを用いた情報収集や電子メールによる情

報交換、実験装置や IoT機器からの情報収集等を行うことが不可欠となっている。また、近

年では、クラウドサービスの利用が増加していることによりデータ通信のみならず、映像・

音声通信が増加しており、ネットワークインフラはそれらの通信品質を考慮して構築する必

要が出てきている。 

一方で、ネットワークを通じた情報セキュリティ上の脅威も増加しており、機構ネットに

接続する情報機器群は、万一その脅威に影響を受けた場合は、被害を局所化する必要があり、

取り扱う情報レベルに応じたネットワークの分離も求められている。 

それらを踏まえ、更新時期を迎えている拠点内 LAN機器について、認証情報に基づくネッ

トワークの分離や通信種別による優先制御等を実現することが可能なネットワーク機器に更

新を行う。 

 

3.導入物品 

拠点内 LAN機器  一式 

 

4.調達方式 

  リース契約とする。リース契約には、機器据付け調整等の諸経費及びリース期間中の保守

費用を含めること。 

 

5.リース期間及び納入期限 

納入期限：令和 6年 11月 29日 

リース期間：令和 6年 12月 1日～令和 11年 11月 30日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6．仕様 

  導入機器は後述する 7.(1)納入場所に設置するとともに、下記の条件を満たしていること。

なお、各拠点の接続構成概要は別紙 2を参照すること。 

 

6.1 仕様及び数量 

  拠点内 LAN 機器は後述する 7.(1)納入場所に示す、幌延深地層研究センター、東濃地科学

センター（土岐）、東濃地科学センター（瑞浪）、敦賀事業本部、福井事務所、新型転換炉原

型炉ふげん、人形峠環境技術センターに導入すること。なお、拠点毎に表 1に示す製品（又

はこれと同等のもの）を指定数量導入すること。また、拠点毎の設置場所等の詳細は別紙 1

及び別紙 2を参照すること。 

表 1：製品の仕様及び数量 

拠点 スイッチ種別 仕様 型式 数量
SW-B-1 Aruba 6000 24G 4SFP Switch R8N88A#ACF 14
SW-B-3 Aruba 6000 12G Class4 PoE 2G/2SFP 139W Switch R8N89A#ACF 3
SW-A-1 Aruba 6200F 48G 4SFP S0M83A#ACF 1
SW-B-2 Aruba 6000 48G 4SFP Switch R8N86A#ACF 1
1000SXSFP 1000Base-SX SFP J4858D 3
USB 小型USB2.0メモリ MF-SU2B16GBK 19
SW-B-1 Aruba 6000 24G 4SFP Switch R8N88A#ACF 5
SW-B-3 Aruba 6000 12G Class4 PoE 2G/2SFP 139W Switch R8N89A#ACF 4
SW-A-2 Aruba 6200F 24G 4SFP S0M81A#ACF 1
1000SXSFP 1000Base-SX SFP J4858D 4
USB 小型USB2.0メモリ MF-SU2B16GBK 10
SW-B-1 Aruba 6000 24G 4SFP Switch R8N88A#ACF 21
SW-B-3 Aruba 6000 12G Class4 PoE 2G/2SFP 139W Switch R8N89A#ACF 8
SW-A-2 Aruba 6200F 24G 4SFP S0M81A#ACF 1
1000SXSFP 1000Base-SX SFP J4858D 8
USB 小型USB2.0メモリ MF-SU2B16GBK 30
SW-B-1 Aruba 6000 24G 4SFP Switch R8N88A#ACF 2
SW-A-1 Aruba 6200F 48G 4SFP S0M83A#ACF 2
SW-B-2 Aruba 6000 48G 4SFP Switch R8N86A#ACF 8
SW-A-3 Aruba 6300M 24-port SFP+ and 4-port SFP56 JL658A 2
1000SXSFP 1000Base-SX SFP J4858D 36
1000TSFP 1000Base-T SFP J8177D 4
10GDAC 10G-DACケーブル J9281D 2
PS Aruba6300M用電源 JL085A＃ACF 4
USB 小型USB2.0メモリ MF-SU2B16GBK 14
SW-B-2 Aruba 6000 48G 4SFP Switch R8N86A#ACF 1
USB 小型USB2.0メモリ MF-SU2B16GBK 1
SW-B-1 Aruba 6000 24G 4SFP Switch R8N88A#ACF 36
SW-B-3 Aruba 6000 12G Class4 PoE 2G/2SFP 139W Switch R8N89A#ACF 4
SW-A-1 Aruba 6200F 48G 4SFP S0M83A#ACF 1
1000SXSFP 1000Base-SX SFP J4858D 16
MC1000M 1000Base-SXメディアコンバータ LEX1852-005 7
MC100FX 100Base-FXメディアコンバータ LEX1842-02 2
USB 小型USB2.0メモリ MF-SU2B16GBK 41
SW-A-2 Aruba 6200F 24G 4SFP S0M81A#ACF 8
SW-A-3 Aruba 6300M 24-port SFP+ and 4-port SFP56 JL658A 1
1000SXSFP 1000Base-SX SFP J4858D 10
1000LXSFP 1000Base-LX SFP J4859D 8
1000TSFP 1000Base-T SFP J8177D 4
100FXSFP 100Base-FX SFP J9054D 5
MC100FX 100Base-FXメディアコンバータ LEX1842-02 5
PS Aruba6300M用電源 JL085A＃ACF 2
USB 小型USB2.0メモリ MF-SU2B16GBK 9

新型転換炉原型炉ふげん

人形峠環境技術センター

幌延深地層研究センター

東濃地科学センター（瑞浪）

東濃地科学センター（土岐）

敦賀事業本部

福井事務所

 



6.2 ネットワークスイッチの共通要件 

  ①19インチラックに収容可能であり、1U以内のサイズであること。 

  ②電源は単相 100Vに対応していること。 

③コンソールポート(USB-TypeC)による直接接続及び SSH によるリモート管理が可能なこ

と。 

  ④RMON、SNMPv1～v3に対応していること。 

  ⑤ポートミラーリング機能に対応していること。 

  ⑥AutoMDIX機能に対応していること。 

  ⑦IEEE802.3ad に準拠したリンクアグリゲーションコントロール機能に対応していること。 

  ⑧IEEE802.1D、802.1w、802.1sに準拠した冗長接続機能に対応していること。 

⑨同一機器に対して異なる帯域で冗長化されたネットワーク接続について、プライマリ、

セカンダリ接続を定義可能で、プライマリ障害時にはセカンダリに切り替わる機構に対

応していること。 

  ⑩ブロードキャスト、マルチキャストのストームコントロール機能に対応していること。 

  ⑪ループを検知した際にポートをシャットダウンするループ検知機能に対応していること。 

  ⑫Syslogサーバへの Syslogメッセージの送信に対応していること。 

  ⑬IEEE802.1p 方式の QoS 方式に対応していること。また、キューイング及び輻輳回避の

機能に対応していること。 

  ⑭ポート VLAN 及び MAC ベース VLAN に対応していること。また、IEEE802.1Q のタグ VLAN

機能に対応していること。 

  ⑮IEEE802.1X 及び MAC アドレスベースの認証に対応していること。なお、1 ポート当たり

複数端末の認証に対応していること。 

  ⑯設定ファイルについて 10世代以上のコンフィグ履歴管理に対応していること。 

  ⑰最大 9,000Byte 以上のフレームを定義可能なジャンボフレーム機能に対応していること。 

 

6.3 ネットワークスイッチの個別要件 

6.3.1 SW-A-1の個別要件 

  ①48ポート以上の 10/100/1000Base-Tに対応した RJ45ポートを有していること。 

  ②1000Base-Xに対応した SFPモジュールを 4ポート有していること。 

  ③104Gbps 以上のスイッチング容量、77.4Mpps 以上のスイッチング処理能力を有している

こと。 

  ④1000Base-X ポート（またはスタック専用ポート）を利用して同一機種を 8 台以上接続

し、スタックする機能を有していること。 

  ⑤経路制御プロトコルとして RIPv2、OSPF、スタティックルーティングする機能を有して

いること。 

  ⑥MACアドレステーブルに最大 32,000以上の MACアドレスを学習可能なこと。 

  ⑦2,000 個以上の VLAN を同時利用可能なこと。なお、VLAN-ID は 4,094ID が利用可能なこ

と。 

  ⑧1ポート当たり 256クライアント以上の複数クライアントの認証が可能なこと。 

  ⑨最大 8 リンクを使用したリンクアグリゲーションポートを 32 グループ定義可能なこと。 



6.3.2 SW-A-2の個別要件 

  ①24ポート以上の 10/100/1000Base-Tに対応した RJ45ポートを有していること。 

  ②1000Base-Xに対応した SFPモジュールを 4ポート有していること。 

  ③56Gbps 以上のスイッチング容量、41.7Mpps 以上のスイッチング処理能力を有している

こと。 

  ④1000Base-X ポート（またはスタック専用ポート）を利用して同一機種を 8 台以上接続

し、スタックする機能を有していること。 

  ⑤経路制御プロトコルとして RIPv2、OSPF、スタティックルーティングする機能を有して

いること。 

  ⑥MACアドレステーブルに最大 32,000以上の MACアドレスを学習可能なこと。 

  ⑦2,000 個以上の VLAN を同時利用可能なこと。なお、VLAN-ID は 4,094ID が利用可能なこ

と。 

  ⑧1ポート当たり 256クライアント以上の複数クライアントの認証が可能なこと。 

  ⑨最大 8 リンクを使用したリンクアグリゲーションポートを 32 グループ定義可能なこと。 

 

6.3.3 SW-A-3の個別要件 

  ①24ポート以上の SFP+モジュールに対応したポートを有していること。 

  ②4ポート以上の SFP56モジュールに対応したポートを有していること。 

  ③880Gbps 以上のスイッチング容量、654Mpps 以上のスイッチング処理能力を有している

こと。 

  ④SFP56 または SPF+ポート（またはスタック専用ポート）を利用して同一機種を 10 台以

上接続し、スタックする機能を有していること。 

  ⑤経路制御プロトコルとして RIPv2、OSPF、スタティックルーティングする機能を有して

いること。 

  ⑥MACアドレステーブルに最大 32,000以上の MACアドレスを学習可能なこと。 

  ⑦2,000 個以上の VLAN を同時利用可能なこと。なお、VLAN-ID は 4,094ID が利用可能なこ

と。 

  ⑧1ポート当たり 256クライアント以上の複数クライアントの認証が可能なこと。 

  ⑨最大 16 リンクを使用したリンクアグリゲーションポートを 256 グループ定義可能なこ

と。 

 

6.3.4 SW-B-1の個別要件 

  ①24ポート以上の 10/100/1000Base-Tに対応した RJ45ポートを有していること。 

  ②1000Base-Xに対応した SFPモジュールを 4ポート有していること。 

  ③56Gbps 以上のスイッチング容量、41.6Mpps 以上のスイッチング処理能力を有している

こと。 

  ④スタティックルーティング機能を有していること。 

  ⑤MACアドレステーブルに最大 8,192以上の MACアドレスを学習可能なこと。 

  ⑥512 個以上の VLAN を同時利用可能なこと。なお、VLAN-ID は 4,094ID が利用可能なこと。 

  ⑦1ポート当たり 32クライアント以上の複数クライアントの認証が可能なこと。 



  ⑧最大 8リンクを使用したリンクアグリゲーションポートを 8グループ定義可能なこと。 

 

6.3.5 SW-B-2の個別要件 

  ①48ポート以上の 10/100/1000Base-Tに対応した RJ45ポートを有していること。 

  ②1000Base-Xに対応した SFPモジュールを 4ポート有していること。 

  ③104Gbps 以上のスイッチング容量、77.3Mpps 以上のスイッチング処理能力を有している

こと。 

  ④スタティックルーティング機能を有していること。 

  ⑤MACアドレステーブルに最大 8,192以上の MACアドレスを学習可能なこと。 

  ⑥512 個以上の VLAN を同時利用可能なこと。なお、VLAN-ID は 4,094ID が利用可能なこと。 

  ⑦1ポート当たり 32クライアント以上の複数クライアントの認証が可能なこと。 

  ⑧最大 8リンクを使用したリンクアグリゲーションポートを 8グループ定義可能なこと。 

 

6.3.6 SW-B-3の個別要件 

  ①12ポート以上の 10/100/1000Base-Tに対応した RJ45ポートを有していること。 

  ②1000Base-Xに対応した SFPモジュールを 2ポート有していること。 

  ③32Gbps 以上のスイッチング容量、23.8Mpps 以上のスイッチング処理能力を有している

こと。 

  ④スタティックルーティング機能を有していること。 

  ⑤MACアドレステーブルに最大 8,192以上の MACアドレスを学習可能なこと。 

  ⑥512 個以上の VLAN を同時利用可能なこと。なお、VLAN-ID は 4,094ID が利用可能なこと。 

  ⑦1ポート当たり 32クライアント以上の複数クライアントの認証が可能なこと。 

  ⑧最大 8リンクを使用したリンクアグリゲーションポートを 8グループ定義可能なこと。 

 

7. 納入場所及び納入条件等 

7.1納入場所 

①幌延深地層研究センター 

〒098-3224 北海道天塩郡幌延町北進 432番地 2 

 ②東濃地科学センター(瑞浪) 

  〒509-6132 岐阜県瑞浪市明世町山野内字大狭間 1-64 

 ③東濃地科学センター(土岐) 

〒509-5102 岐阜県土岐市泉町定林寺 959番地 31 

④敦賀本部 

  〒914-8585 福井県敦賀市木崎 65号 20番 

 ⑤地域共生室(福井) 

〒918-8003 福井県福井市毛矢１丁目 10-1  セーレンビル 4F 

 ⑥敦賀廃止措置実証部門 新型転換炉ふげん 

  〒914-8510  福井県敦賀市明神町 3番地 

 ⑦人形峠環境技術センター 

  〒708-0698 岡山県苫田郡鏡野町上齋原 1550番地 



7.2供給電源 

  単相 100V 

 

7.3納入条件 

  据え付け調整後渡し 

 

8.据付調整等 

以下に示す据え付け作業を実施し、正常に通信できるようにすること。 

8.1 共通要件 

(1)原子力機構の作業安全に係る規定、規則等を遵守し、災害発生防止に努めること。なお、

作業に当たり拠点毎に必要な所定の手続き(書類の提出、作業前教育の受講等)がある場合

は、その指示に従うこと。 

(2)原則として必要な電源配線、通信ケーブル等は受注者が整備し装置の調整を行うこと。

ただし、利用可能な通信ケーブル等が存在する場合は、これを利用することも可とする。

なお、据付け調整実施前に当機構の担当者と事前打ち合わせを行い、その指示に従うこと。 

(3)当機構のネットワーク環境を考慮したパラメータ設定表(案)及び作業工程表を作成し、

当機構と協議の上、構築・設定作業(調整作業も含む)を実施すること。 

(4)導入物品を設置する部屋の指定した電源コンセントより通電できるようにすること。ま

た、ネットワークの伝送部分の工事にあたっては、インターフェースに影響を及ぼさな

いこと。 

(5)導入物品は当機構が指定する 19インチラック等に据え付け等を実施すること。なお、更

新対象とする既設の機器は、原則として取り外し、各現地の指定の場所に集積すること。 

(6)導入する各スイッチの接続詳細は、別途受注者にのみ開示する。接続する UTP ケーブル

及びパッチケーブル並びに電源ケーブルに示名条片を取り付けること。 

(7)作業は原則として当機構の就業時間外（土日又は祝日等）に、所定の手続きを行い実施

すること。但し、当機構担当者が就業時間内の時間帯を指示した場合はこの限りではない。 

(8)接続されている既存機器の設定変更等が必要になる場合はその作業を支援すること。 

(9)システム管理者向けに具体的な日本語のシステム操作手引書を提供すること。 

(10)期間短縮のため同一作業日に複数拠点の作業を並行して実施することがある。詳細は当

機構担当者と調整すること。 

(11)今回導入する SWは、既設 SWと同様の方法で設置すること。 

(12)既存 SWに接続されている下流接続用ケーブルは今回導入する SWに差し替えること。 

 (13)各拠点の接続方式及び設置方式は別紙 1及び別紙 2を参照すること。 

 (14)各設置拠点向けの作業工程詳細及び作業員名簿を作成すること。 

 (15)各ネットワークスイッチには設定情報を保存するための USBメモリを取り付けること。 

 

8.2 個別要件 

8.2.1敦賀事業本部の個別要件 

(1)拠点 SWは、2台を 10G-DACケーブルで接続してスタック化すること。 

(2)旧事務棟 1Fサーバ室 1フロア SWは、2台を 1000Base-SXを 2本で接続してスタック化す



ること。 

(3)拠点 SW と旧事務棟 1F サーバ室 1フロア SW 間は、1000Base-SX を 2 本用いて LAGによる

冗長接続を行うこと。 

(4)拠点 SW と旧アトムプラザ広報課居室、事務室、レーザー共同研究室居室は、それぞれ

1000Base-SXを 2本用いて LAGによる冗長接続を行うこと。 

(5)拠点 SWと旧事務棟 1Fサーバ室内のサーバは、1000Base-SXを 2本用いて LAGによる冗長

接続を行うこと。 

 

8.2.2新型転換炉原型炉ふげんの個別要件 

(1)上流 SW（通信機械室）と拠点 SW（事務機器室）間は、1000Base-SX に対応したメディア

コンバータで接続すること。 

(2)Rw/B建屋と警備所に関しては新型転換炉原型炉ふげん関係者による作業とする。 

(3)作業にあたり、新型転換炉ふげんで定める以下の書類を、当センターの担当者に提出し、

確認を受けてから作業を行うこと。 

   作業員名簿、工程表、体制表、作業要領書、リスクアセスメント評価表、現場作業着手

前記録(現地にて作業前に確認)、作業日報(毎日)、作業実績(作業後)、作業報告書(受

注者様式で可) 

  また、必要に応じて以下の書類も提出すること。 

   ICカード交付申請書（臨時）、物品搬出入許可申請書（チェックポイント用）、携帯

電話・情報端末等持込許可申請書、撮影／カメラ持込許可証交付申請書、休日・残業 

作業届 

 

8.2.3人形峠環境技術センターの個別要件 

(1)拠点 SW と工務棟フロア SW 間は、1000Base-T を 2 本用いて LAG による冗長接続を行うこ

と。 

(2)拠点 SW と DP棟 SW 間は、1000Base-LXと 100Base-FXの接続を、STPを使わないループフ

リー構成で接続すること。なお、高速な回線をプライマリリンクとする。 

(3)拠点 SWと EEF棟 SW間は、1000Base-LXと 100Base-FXの接続を、STPを使わないループフ

リー構成で接続すること。なお、高速な回線をプライマリリンクとする。 

(4)拠点 SW と事務棟 SW 間は、1000Base-LX と 1000Base-SX の接続を、LAG 接続または、STP

を使わないループフリー構成で接続すること。なお、ループフリー構成で接続する場合は、

高速な回線をプライマリリンクとする。 

(5)拠点 SWと精錬棟 SW間は、1000Base-LXと 100Base-FXの接続を、STPを使わないループフ

リー構成で接続すること。なお、高速な回線をプライマリリンクとする。 

(6)拠点 SWと開発試験棟 SW間は、1000Base-SXを 2本用いて LAGによる冗長接続を行うこと。 

(7)拠点 SWと教育棟 SW間は、100Base-FXを 2本用いて LAGによる冗長接続を行うこと。 

(8)拠点 SWと焼却施設 SW間は、1000Base-SXを 2本用いて LAGによる冗長接続を行うこと。 

(9)作業にあたり、人形峠環境技術センターで定める以下の書類を、当センターの担当者に

提出し、確認を受けてから作業を行うこと。 

  作業員名簿、工程表、安全組織・責任者届、リスクアセスメント実施調査票／リスクア



セスメントシート、一般安全チェックシート、KY実施記録、作業要領書 

また、必要に応じて以下の書類も提出すること。 

勤務時間外作業届、機器・資材等搬出入届、撮影許可証 

 

9. 保守 

  保守対象に支障が生じ、当機構にて保守が必要と判断した場合は、当機構担当者の指示に

従い速やかに対処すると共に必要な改修を行うこと。 

9.1保守対象 

  「6．仕様」に示す各機器を保守対象とする。 

9.2保守体制及び対応時間 

平日、休日、昼夜を問わず電話または電子メール等で応答可能な連絡体制が取られている

こと。保守が必要と判断した場合は、オンサイトで保守対応を行うこととし、迅速な保守・

支援体制が取られていること。但し、当日中のオンサイト保守が困難な拠点に関しては、あ

らかじめ現地に代替機を型式ごとに配備することとし、機構担当者による切り替えができる

準備を整えておくこと。切り替え後の障害機は、翌営業日にオンサイト（平日 9 時～17 時

の電話または電子メール等で応答可能な連絡体制が取られていること）で故障修理を開始す

ること。なお、USB メモリは 1 年間の保証とし、その間に故障した場合は製品交換手続きに

よって交換可能とすること。 

9.3報告書の提出 

  保守作業が終了した時点で、実施した作業内容及び結果等を記載した作業報告書を提出す

ること。なお、新規バグ等による障害が発生した場合は、障害復旧後、障害原因及びその対

応について、詳細に書かれた障害報告書を提出すること。 

9.4その他 

 (1)資料の提供 

   既知の障害レポート、一般的な技術情報、最新のマニュアル、機能・操作変更説明、支

障対応方法など、対象機器に関する情報書類が発行された場合は、都度情報提供を行う

こと。 

 (2)技術相談 

   電話、電子メールにより、パラメータの設定変更及びネットワーク構成変更時等におけ

る、技術的な相談等の支援を行うこと。 

 (3)ソフトウェアの提供 

ソフトウェアがバージョンアップした場合は、当該ソフトウェアを提供すること。 

 (4)バグ情報の通知 

   ソフトウェアにバグが発見された場合や、速やかにバグ情報を提供すること。 

 

10.検査 

  検査は、現地完成検査を当機構の立ち会いのもと実施する。検査の内容・方法等について

は、以下のとおりである。なお、検査にあたっては、納期の 2週間前までに検査要領書を提

出し当機構の確認を得ること。 

 (1) 現地完成検査 



   現地据付調整が完了し受注者の自主検査によって、正常動作を確認後、当機構立ち会い

の下予め確認を受けた検査要領書に基づき実施する。 

 

 (2) 検査項目 

   検査は、員数、外観、据え付け配線及び機能検査を行う。なお、機能検査では、「6．仕

様」に記載された仕様を満たすことを、検査要領書に基づき検査を行うとともに、イン

トラネット及びインターネットと正常に通信できることを確認する。 

 

11.検収条件 

  納入場所に据付後、提出書類が全て揃っているとともに、「10．検査」に合格すること。

ただし、「13.提出資料(10)、(11)」は除く。 

 

12.現地作業 

 (1) 現地作業を実施する場合は、搬入 2週間前までに作業工程表を提出して当機構の確認を

得ること。 

 (2) 作業開始前に作業員名簿を提出すること。また、作業責任者を指名して、作業の監督を

行わせるとともに、当機構との打ち合わせにあたらせること。 

 (3) 作業は当機構の勤務時間内に実施するものとする。但し、緊急を要し当機構が確認した

場合は、所定の手続きを行い実施すること。 

 (4) 搬入、据付作業時は他の機器、設備に損傷を与えないよう十分注意すること。万一その

ような事態が発生した場合は、遅滞なく当機構担当者へ報告を行い、その指示に従って

速やかに原状に復すること。 

 (5) 作業責任者は、作業にかかわる日報を提出すること。 

 

13.提出資料 

 (1) 資本関係等に関する書類（契約締結後速やかに）  2部 

 (2) 作業工程表(搬入 2週間前に)     2部(要確認) 

 (3) 検査要領書(搬入 2週間前に)     2部(要確認) 

 (4) 作業員名簿       2部 

 (5) 検査成績書(検査後速やかに)     2部 

 (6) 機器構成表(納入時)      2部 

 (7) パラメータ設定表(納入時)     2部 

 (8) マニュアル(納入時)      2部 

 (9) 作業日報(都度)      2部 

 (10)作業報告書(保守作業時)     2部 

 (11)障害報告書(保守作業時)     2部 

 (12)保守体制説明書(納入時)     2部 

 (13)その他必要な書類      2部 

 ※提出資料は紙媒体の他に、電子ファイルに保存して納入すること。なお、保存する媒体に

は CD-ROM等を用いること。 



 （提出場所） 

  原子力科学研究所 情報セキュリティ統括室 

 

14．保証 

  検収後、1 年以内に、当機構の取り扱い上の過失に起因しない故障及び欠陥が発生した場

合には、受注者の責任において無償で補修、改修または交換すること。 

 

 

15．守秘義務 

  受注者は、本業務の実施により知りえた情報を当機構に無断で第三者に漏えいしてはなら

ない。 

 

16．疑義 

   本仕様書に関して、あるいは、記載のない事項については疑義が発生した場合は、当機構

及び受注者双方協議の上対処するものとする。 

 

17．グリーン購入法 

(1)本契約において、グリーン購入法(国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律)

に適用する環境物品(事務用品、OA 機器等が発生する場合)の採用が可能な場合は、これ

を採用するものとする。 

(2)本仕様に定める提出書類(納入印刷物)については、グリーン購入法の基本方針に定める

「紙類」の基準を満たしたものであること。 

以上 



全体 拠点

1 1 幌延 研究管理棟 1F SW-B-1 総務・共生課1 建屋SW hnet157x130 フロア内 有
2 2 幌延 研究管理棟 1F SW-B-1 総務・共生課2 フロアSW hnet157x131 フロア内 有
3 3 幌延 研究管理棟 1F SW-B-1 総務・共生課3 フロアSW hnet157x132 フロア内 有
4 4 幌延 研究管理棟 1F SW-B-1 経理課1 フロアSW hnet157x133 フロア内 有
5 5 幌延 研究管理棟 1F SW-B-1 経理課2 フロアSW hnet157x134 フロア内 有
6 6 幌延 研究管理棟 1F SW-B-1 緊対室 フロアSW hnet157x138 既存ラック内 有
7 7 幌延 研究管理棟 1F SW-B-3 第1会議室 フロアSW hnet157x136 既存ラック内 有
8 8 幌延 研究管理棟 1F SW-B-3 第2会議室 フロアSW hnet157x137 既存ラック内 有
9 9 幌延 研究管理棟 2F SW-A-1 電算機室 拠点SW hnet157 既存ラック内 有 2

10 10 幌延 研究管理棟 2F SW-B-1 地質Gr1 フロアSW hnet157x3 フロア内 有
11 11 幌延 研究管理棟 2F SW-B-1 地質Gr2 フロアSW hnet157x4 フロア内 有
12 12 幌延 研究管理棟 2F SW-B-1 地質Gr3 フロアSW hnet157x5 フロア内 有
13 13 幌延 研究管理棟 2F SW-B-1 技術開発Gr1 フロアSW hnet157x6 フロア内 有
14 14 幌延 研究管理棟 2F SW-B-1 技術開発Gr2 フロアSW hnet157x7 フロア内 有
15 15 幌延 研究管理棟 2F SW-B-1 技術開発Gr3 フロアSW hnet157x8 フロア内 有
16 16 幌延 研究管理棟 2F SW-B-1 建設課1 フロアSW hnet157x9 フロア内 有
17 17 幌延 研究管理棟 2F SW-B-1 建設課2 フロアSW hnet157x10 フロア内 有
18 18 幌延 ゆめ地創館 B1F SW-B-3 資料室 建屋SW hnet157x140 ラック上 有 1
19 19 幌延 ゆめ地創館 1F SW-B-2 事務室 フロアSW hnet157x200 既存ラック内 有
20 1 瑞浪 地科学研究館 1F SW-A-2 テレメータ室 拠点SW zmiz249sw01 既存ラック内 有 2
21 2 瑞浪 地科学研究館 1F SW-B-1 テレメータ室 建屋SW zmiz249f1sw01 既存ラック内 有 1
22 3 瑞浪 地科学研究館 1F SW-B-3 セミナールーム フロアSW zmiz249f1sw02 フロア上 有
23 4 瑞浪 地科学研究館 1F SW-B-3 管理室 フロアSW zmiz249f1sw03 フロア内 有
24 5 瑞浪 地科学研究館 2F SW-B-1 研究館2階 建屋SW zmiz250sw01 既存ラック内 有 1
25 6 瑞浪 地科学研究館 1F SW-B-3 セミナールーム2 フロアSW zmiz249f1sw04 フロア上 有
26 7 瑞浪 地科学研究館 2F SW-B-1 計画管理Gr.1 フロアSW zmiz250f2sw01 フロア内 有
27 8 瑞浪 地科学研究館 2F SW-B-1 計画管理Gr.2 フロアSW zmiz250f2sw02 フロア内 有
28 9 瑞浪 地科学研究館 2F SW-B-1 保安・施設管理課＋計画管理Gr フロアSW zmiz250f2sw03 フロア内 有
29 10 瑞浪 地科学研究館 2F SW-B-3 保安・施設管理課2 フロアSW zmiz250f2sw04 フロア内 有
30 1 土岐 管理棟 2F SW-A-2 電話室 拠点SW ctgc77sw01 既存ラック内 有 4
31 2 土岐 管理棟 2F SW-B-1 電話室(建屋SW2) 建屋SW ctgc77sw02 既存ラック内 有
32 3 土岐 管理棟 2F SW-B-1 総務・共生課　倉庫 建屋SW ctgc77sw03 既存ラック内 有
33 4 土岐 管理棟 1F SW-B-1 副所長室 建屋SW ctgc77sw04 既存ラック内 有
34 5 土岐 管理棟 2F SW-B-1 副所長室 フロアSW ctgc77f2sw01 既存ラック内 有
35 6 土岐 管理棟 2F SW-B-1 総務・共生課 フロアSW ctgc77f2sw02 フロア上 有
36 7 土岐 管理棟 2F SW-B-1 総務・共生課（労務） フロアSW ctgc77f2sw03 フロア上 有
37 8 土岐 管理棟 2F SW-B-1 第3会議室 フロアSW ctgc77f2sw04 フロア上 有
38 9 土岐 管理棟 2F SW-B-1 年代測定技術開発Gr4 フロアSW ctgc77f2sw05 フロア上 有
39 10 土岐 管理棟 2F SW-B-3 副所長室 フロアSW ctgc77f2sw06 フロア上 有
40 11 土岐 管理棟 2F SW-B-1 保安・施設管理課 フロアSW ctgc77f2sw07 フロア上 有
41 12 土岐 管理棟 2F SW-B-3 保安・施設管理課 フロアSW ctgc77f2sw08 フロア上 有
42 13 土岐 管理棟 1F SW-B-1 総務・共生課（調達） フロアSW ctgc77f1sw01 フロア上 有
43 14 土岐 管理棟 1F SW-B-3 副所長室 フロアSW ctgc77f1sw02 フロア上 有
44 15 土岐 管理棟 1F SW-B-3 総務・共生課（調達） フロアSW ctgc77f1sw04 フロア上 有
45 16 土岐 研究棟 2F SW-B-1 安定性解析室1 建屋SW ctgc78sw01 既存ラック内 有 2
46 17 土岐 研究棟 1F SW-B-1 図書管理室 建屋SW ctgc78sw02 既存ラック内 有
47 18 土岐 研究棟 2F SW-B-1 ネオテクトニクス研究Gr.1 フロアSW ctgc78f2sw01 フロア上 有
48 19 土岐 研究棟 2F SW-B-1 年代測定技術開発Gr2 フロアSW ctgc78f2sw02 フロア上 有
49 20 土岐 研究棟 2F SW-B-1 年代測定技術開発Gr3 フロアSW ctgc78f2sw03 フロア上 有
50 21 土岐 研究棟 2F SW-B-1 安定性解析室2 フロアSW ctgc78f2sw04 フロア上 有
51 22 土岐 研究棟 2F SW-B-3 地質解析室1 フロアSW ctgc78f2sw05 フロア上 有
52 23 土岐 研究棟 2F SW-B-1 地質解析室2 フロアSW ctgc78f2sw06 フロア上 有
53 24 土岐 研究棟 2F SW-B-1 地質解析室3 フロアSW ctgc78f2sw07 フロア上 有
54 25 土岐 研究棟 2F SW-B-3 ネオテクトニクス研究Gr2.[北] フロアSW ctgc78f2sw08 フロア上 有
55 26 土岐 研究棟 1F SW-B-3 図書管理室 フロアSW ctgc78f1sw01 フロア上 有
56 27 土岐 会議室棟 1F SW-B-3 第1・2会議室 建屋SW ctgc78sw03 フロア上 有
57 28 土岐 会議室棟 1F SW-B-1 第1・2会議室 フロアSW ctgc78f1sw02 フロア上 有
58 29 土岐 機器分析棟 1F SW-B-1 試料前処理室 建屋SW ctgc78sw04 既存ラック内 有 1
59 30 土岐 加速器棟 1F SW-B-1 オペレーションルーム 建屋SW ctgc78sw05 フロア上 有 1
60 1 敦賀 旧事務棟 1F SW-A-3 サーバ室 拠点SW THQ_Core 既存ラック内 有 9 2 1 2
61 2 敦賀 旧事務棟 1F SW-A-3 サーバ室 拠点SW THQ_Core 既存ラック内 有 9 2 1 2
62 3 敦賀 旧事務棟 1F SW-B-2 サーバ室1 サーバSW THQ_Center_A 既存ラック内 有 2
63 4 敦賀 旧事務棟 1F SW-A-1 サーバ室2 サーバSW THQ_Center_B 既存ラック内 有 2
64 5 敦賀 旧事務棟 1F SW-A-1 サーバ室2 サーバSW THQ_Center_B 既存ラック内 有 2
65 7 敦賀 事務本館 3F SW-B-2 通信機械室 1 フロアSW THQ_3F_A 既存ラック内 有 1
66 8 敦賀 事務本館 3F SW-B-2 通信機械室2 フロアSW THQ_3F_B 既存ラック内 有 1
67 9 敦賀 事務本館 2F SW-B-2 通信機械室 1 フロアSW THQ_2F_A 既存ラック内 有 1
68 10 敦賀 事務本館 2F SW-B-2 通信機械室 2 フロアSW THQ_2F_B 既存ラック内 有 1
69 11 敦賀 事務本館 1F SW-B-2 通信機械室1 フロアSW THQ_1F_A 既存ラック内 有 1
70 12 敦賀 事務本館 1F SW-B-2 通信機械室2 フロアSW THQ_1F_B 既存ラック内 有 1
71 13 敦賀 アトムプラザ 1F SW-B-2 広報課居室 フロアSW THQ_AP_A 既存ラック内 有 2
72 14 敦賀 アトムプラザ 1F SW-B-1 事務室 フロアSW THQ_AP_B 既存ラック内 有 2
73 15 敦賀 アトムプラザ 1F SW-B-1 レーザ共同研究所居室 フロアSW THQ_AP_C 既存ラック内 有 2
74 1 福井 セーレンビル 4F SW-B-2 居室 拠点SW FJ_Core 既存ラック内 有
75 1 ふげん 事務棟 1F SW-B-1 緊対所 フロアSW sw01-01 BOX内 有
76 2 ふげん 事務棟 1F SW-B-1 通信機械室 フロアSW sw01-02 既存ラック内 有 1 1
77 3 ふげん 事務棟 1F SW-B-1 資料センタ フロアSW sw01-03 BOX内 有
78 4 ふげん 事務棟 2F SW-A-1 事務機器室 拠点SW switch01 既存ラック内 有 4 1
79 5 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 品証課1 フロアSW sw01-21 BOX内 有 1
80 6 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 品証課2 フロアSW sw01-22 BOX内 有
81 7 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 施設保安課1 フロアSW sw01-23 BOX内 有
82 8 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 安全管理課1 フロアSW sw01-24 BOX内 有
83 9 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 安全管理課2 フロアSW sw01-25 BOX内 有
84 10 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 施設保安課2 フロアSW sw01-26 BOX内 有
85 11 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 ミーティングコーナー フロアSW sw01-27 BOX内 有
86 12 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 実証課・解析PC フロアSW sw01-28 BOX内 有
87 13 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 管理課1 フロアSW sw01-11 フロア上 有
88 14 ふげん 事務棟 2F SW-B-3 所長室 フロアSW sw01-12 フロア上 有
89 15 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 管理課2 フロアSW sw01-13 フロア上 有
90 16 ふげん 事務棟 2F SW-B-3 副所長室 フロアSW sw01-14 フロア上 有
91 17 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 実証課1 フロアSW sw01-31 フロア上 有
92 18 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 実証課2 フロアSW sw01-32 フロア上 有
93 19 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 実証課3 フロアSW sw01-33 BOX内 有
94 20 ふげん 事務棟 2F SW-B-3 実証課4 フロアSW sw01-34 BOX内 有
95 21 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 計画課1 フロアSW sw01-35 BOX内 有
96 22 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 設保課1 フロアSW sw01-36 BOX内 有
97 23 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 設保課2 フロアSW sw01-37 BOX内 有
98 24 ふげん 事務棟 2F SW-B-1 設保課3 フロアSW sw01-38 BOX内 有
99 25 ふげん 事務棟 2F SW-B-3 計画課2 フロアSW sw01-39 フロア上 有

ID 設置
拠点

1000T
SFP

1000LX
SFP

1000SX
SFP

設置形態設置場所(用途)
スイッチ
種別

階数設置建屋
既設ケーブル

有無
名称区分 PS

DAC
10G

MC
100FX

MC
1000M

100FX
SFP



100 26 ふげん 安管棟 2F SW-B-1 計算機室 建屋SW switch02 既存ラック内 有 4 1 1
101 27 ふげん 安管棟 2F SW-B-1 新基幹SV サーバSW sw02-01 既存ラック内 有
102 28 ふげん 安管棟 2F SW-B-1 計算機室1 サーバSW sw02-02 フロア上 有
103 29 ふげん 安管棟 2F SW-B-1 計算機室2 サーバSW sw02-03 フロア上 有
104 30 ふげん 安管棟 2F SW-B-1 計算機室3 サーバSW sw02-04 フロア上 有
105 31 ふげん 警備所 1F SW-B-1 警備所 建屋SW sw02-12 フロア上 有 1
106 32 ふげん 環境分析棟 2F SW-B-1 環分課 建屋SW sw02-13 BOX内 有 1
107 33 ふげん アテンダント 1F SW-B-1 アテンダント 建屋SW switch03 フロア上 有 4
108 34 ふげん アテンダント 1F SW-B-1 アテンダント フロアSW sw03-01 フロア上 有
109 35 ふげん 重水建屋 2F SW-B-1 重水 建屋SW sw03-02 BOX内 有 1
110 36 ふげん New Rw/B建屋 1F SW-B-1 New Rw/B 建屋SW sw03-03 BOX内 有 1
111 37 ふげん Rw/B建屋 2F SW-B-1 Rw/B 建屋SW sw03-04 既存ラック内 有 1
112 38 ふげん 補助建屋 2F SW-B-1 小型計算機室 建屋SW switch04 既存ラック内 有 1
113 39 ふげん 補助建屋 2F SW-B-1 中資室 フロアSW sw04-01 フロア上 有
114 40 ふげん 補助建屋 2F SW-B-1 FDAS 建屋SW sw04-02 既存ラック内 有 1
115 41 ふげん 補助建屋 2F SW-B-1 中制室 フロアSW sw04-03 フロア上 有
116 1 人形峠 工務棟 1F SW-A-3 工務棟 拠点SW koumuL3 既存ラック内 有 5 4 4 5 2
117 2 人形峠 工務棟 1F SW-A-2 工務棟 建屋SW koumu 既存ラック内 有
118 3 人形峠 事務棟-総合管理棟 1F SW-A-2 事務棟-総合管理棟 建屋SW jimu フロア上 有 1 1
119 4 人形峠 EEF棟 1F SW-A-2 EEF棟 建屋SW eef 既存ラック内 有 1 1
120 5 人形峠 DP棟 1F SW-A-2 DP棟 建屋SW dp 既存ラック内 有 1 1
121 6 人形峠 製錬棟-製錬転換施設 1F SW-A-2 製錬棟-製錬転換施設 建屋SW seiren フロア上 有 1 1
122 7 人形峠 開発試験棟 1F SW-A-2 開発試験棟 建屋SW kaihatusiken フロア上 有 2
123 8 人形峠 焼却施設-廃棄物焼却施設 1F SW-A-2 焼却施設-廃棄物焼却施設 建屋SW syokyaku フロア上 有 2
124 9 人形峠 展示館-教育 1F SW-A-2 展示館-教育 建屋SW kyoiku フロア上 有 2

77 8 8 5 7 7 2 6



1GT 1GT 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GSX 1GSX 1GT 1GT

1GSX

フロアSW（SW-B-1）hnet157x134
研究管理棟1F経理課2

フロアSW（SW-B-1）hnet157x138
研究管理棟1F緊対室
フロアSW（SW-B-3）hnet157x136
研究管理棟1F第1会議室
フロアSW（SW-B-3）hnet157x137
研究管理棟1F第2会議室

上流SW
研究管理棟2F電算機室

拠点SW（SW-A-1）
hnet157
研究管理棟2F電算機室

フロアSW（SW-B-1）hnet157x3
研究管理棟2F地質Gr1
フロアSW（SW-B-1）hnet157x4
研究管理棟2F地質Gr2
フロアSW（SW-B-1）hnet157x5
研究管理棟2F地質Gr3
フロアSW（SW-B-1）hnet157x6
研究管理棟2F技術開発Gr1
フロアSW（SW-B-1）hnet157x7
研究管理棟2F技術開発Gr2
フロアSW（SW-B-1）hnet157x8
研究管理棟2F技術開発Gr3
フロアSW（SW-B-1）hnet157x9
研究管理棟2F建設課1
フロアSW（SW-B-1）hnet157x10
研究管理棟2F建設課2

フロアSW（SW-B-3）hnet157x140
ゆめ地創館B1F資料室

フロアSW（SW-B-2）hnet157x200
ゆめ地創館1F事務室

その他

建屋SW（SW-B-1）hnet157x130
研究管理棟1F総務・共生課1

フロアSW（SW-B-1）hnet157x131
研究管理棟1F総務・共生課2
フロアSW（SW-B-1）hnet157x132
研究管理棟1F総務・共生課3
フロアSW（SW-B-1）hnet157x133
研究管理棟1F経理課1



1GT 1GT 1GSX 1GSX 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GSX 1GSX 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT フロアSW（SW-B-1→SW-B-3）zmiz250f2sw04
地科学研究館2F保安・施設管理課2

上流スイッチ
地科学研究館1Fテレメータ室

拠点SW（SW-A-2）
zmiz249sw01
地科学研究館1Fテレメータ室

建屋SW（SW-B-1）
zmiz249f1sw01
地科学研究館1Fテレメータ室

フロアSW（SW-B-3）zmiz249f1sw02
地科学研究館1Fセミナールーム
フロアSW（SW-B-3）zmiz249f1sw03
地科学研究館1F管理室
フロアSW（SW-B-3）zmiz249f1sw04
地科学研究館1Fセミナールーム2

建屋SW（SW-B-1）
zmiz250sw01
地科学研究館2F

フロアSW（SW-B-1）zmiz250f2sw01
計画管理Gr1
フロアSW（SW-B-1）zmiz250f2sw02
計画管理Gr2
フロアSW（SW-B-1）zmiz250f2sw03
地科学研究館2F保安・施設管理課1



1GT 1GT 1GT 1GT 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GSXx2 1GSXx2 1GT 1GT 1GT 1GT

LAG LAG

1GT 1GT 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GSX 1GSX

1GSX 1GSX

上流スイッチ
管理棟2F電話室

拠点SW（SW-A-2）
ctgc77sw01
管理棟2F電話室

建屋SW（SW-B-1）
ctgc77sw02
管理棟2F電話室

フロアSW（SW-B-1）ctgc77f2sw01
管理棟2F副所長室
フロアSW（SW-B-1）ctgc77f2sw02
管理棟2F総務・共生課
フロアSW（SW-B-1）ctgc77f2sw03
管理棟2F総務・共生課（労務）
フロアSW（SW-B-3）ctgc77f2sw06
管理棟2F副所長室
フロアSW（SW-B-1）ctgc77f2sw07
管理棟2F保安・施設管理課
フロアSW（SW-B-3）ctgc77f2sw08
管理棟2F保安・施設管理課

建屋SW（SW-B-1）
ctgc77sw03
管理棟2F総務・共生課倉庫

フロアSW（SW-B-1）ctgc77f2sw04
管理棟2F第3会議室
フロアSW（SW-B-1）ctgc77f2sw05
管理棟2F年代測定技術開発Gr4

建屋SW（SW-B-1）
ctgc77sw04
管理棟1F副所長室

フロアSW（SW-B-1）ctgc77f1sw01
管理棟1F総務・共生課（調達）
フロアSW（SW-B-3）ctgc77f1sw02
管理棟1F副所長室
フロアSW（SW-B-3）ctgc77f1sw04
管理棟1F総務・共生課（調達）

フロアSW（SW-B-3）ctgc78f1sw01
研究棟1F図書管理室
建屋SW（SW-B-3）ctgc78sw03
会議室棟第1・2会議室

フロアSW（SW-B-1）ctgc78f1sw02
会議室棟第1・2会議室

フロアSW（SW-B-1）ctgc78f2sw01
研究棟2Fネオテクトニクス研究Gr.1
フロアSW（SW-B-1）ctgc78f2sw02
研究棟2F年代測定技術開発Gr2

フロアSW（SW-B-1）ctgc78f2sw06
研究棟2F地質解析室2
フロアSW（SW-B-1）ctgc78f2sw07
研究棟2F地質解析室3
フロアSW（SW-B-3）ctgc78f2sw08
研究棟2Fネオテクトニクス研究Gr.2

建屋SW（SW-B-1）ctgc78sw04
機器分析棟試料前処理室
建屋SW（SW-B-1）ctgc78sw05
加速器棟オペレーションルーム

建屋SW（SW-B-1）
ctgc78sw01
研究棟2F安定性解析室1

建屋SW（SW-B-1）ctgc78sw02
研究棟2F図書管理室

フロアSW（SW-B-1）ctgc78f2sw03
研究棟2F年代測定技術開発Gr3
フロアSW（SW-B-1）ctgc78f2sw04
研究棟2F安定性解析室2
フロアSW（SW-B-3）ctgc78f2sw05
研究棟2F地質解析室1



次期構成でもスタック
1GT 1GT 1GSXx2 1GSXx2

LAG LAG

1GSXx2 1GSXx2

LAG LAG

1GSX 1GSX

1GSX 1GSX

1GSX 1GSX

1GSX 1GSX

1GSX 1GSX

1GSX 1GSX

1GSXx2 1GSXx2

LAG LAG

1GSXx2 1GSXx2

LAG LAG

1GSXx2 1GSXx2

LAG LAG

1GSXx2(LAG)

1GTx3

フロアSW（SW-B-2）THQ_AP_A
旧アトムプラザ広報課居室
フロアSW（SW-B-1）THQ_AP_B
旧アトムプラザ事務室
フロアSW（SW-B-1）THQ_AP_C
旧アトムプラザレーザー共同研究室居室

その他（旧事務棟1F）

上流スイッチ
旧事務棟1Fサーバ室

拠点SW（SW-A-3×2）
THQ_Core
旧事務棟1Fサーバ室
（Stack：10GDAC）

サーバSW（SW-B-2）THQ_Center_A
旧事務棟1Fサーバ室1

サーバSW（SW-A-1×2）THQ_Center_B
旧事務棟1Fサーバ室2
（Stack：1GSXx2）

フロアSW（SW-B-2）THQ_3F_A
事務本館3F通信機械室1
フロアSW（SW-B-2）THQ_3F_B
事務本館3F通信機械室2
フロアSW（SW-B-2）THQ_2F_A
事務本館2F通信機械室1
フロアSW（SW-B-2）THQ_2F_B
事務本館2F通信機械室2
フロアSW（SW-B-2）THQ_1F_A
事務本館1F通信機械室1
フロアSW（SW-B-2）THQ_1F_B
事務本館1F通信機械室2



1GT 1GT上流スイッチ
セーレンビル4F

拠点SW（SW-B-2）FJ_Core
セーレンビル4F



MC-1GT MC-1GT 1GT 1GT 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GSX 1GSX 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GSX 1GSX 1GT 1GT

1GT 1GT 1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT

1GT 1GT 1GT 1GT 1GT 1GT

1GSX 1GSX

MC-100 MC-100

1GSX 1GSX 1GT 1GT

1GSX MC-1GT

1GSX 1GSX 1GSX MC-1GT

1GSX MC-1GT

1GSX 1GSX 1GT 1GT

1GT 1GT

MC-1GT MC-1GT

1GSX

上流スイッチ
事務棟1F通信機械室

拠点SW（SW-A-2→SW-A-1）
switch01
事務棟2F事務機器室

フロアSW（SW-B-1）sw01-11
事務棟2F管理課1

フロアSW（SW-B-3）sw01-12
事務棟2F所長室

フロアSW（SW-B-1）sw01-13
事務棟2F管理課2
フロアSW（SW-B-1→SW-B-3）sw01-14
事務棟2F副所長室

フロアSW（SW-B-1）sw01-21
事務棟2F品証課1

フロアSW（SW-B-1）sw01-22
事務棟2F品証課2
フロアSW（SW-B-1）sw01-23
事務棟2F施設保安課1
フロアSW（SW-B-1）sw01-24
事務棟2F安全管理課1

フロアSW（SW-B-1）sw01-36
事務棟2F設保課1

フロアSW（SW-B-1）sw01-25
事務棟2F安全管理課2
フロアSW（SW-B-1）sw01-26
事務棟2F施設保安課2
フロアSW（SW-B-1）sw01-27
事務棟2Fミーティングコーナー
フロアSW（SW-B-1）sw01-28
事務棟2F実証課・解析PC

フロアSW（SW-B-1）sw01-01
事務棟1F緊対所
フロアSW（SW-B-1）sw01-02
事務棟1F通信機械室

フロアSW（SW-B-1）sw01-03
事務棟1F資料センタ

フロアSW（SW-B-1）sw01-31
事務棟2F実証課1

フロアSW（SW-B-1）sw01-32
事務棟2F実証課2
フロアSW（SW-B-1）sw01-33
事務棟2F実証課3

フロアSW（SW-B-3）sw01-34
事務棟2F実証課4
フロアSW（SW-B-1）sw01-35
事務棟2F計画課1

フロアSW（SW-B-1）sw01-37
事務棟2F設保課2
フロアSW（SW-B-1）sw01-38
事務棟2F設保課3
フロアSW（SW-B-1→SW-B-3）sw01-39
事務棟2F計画課2

その他

サーバSW（SW-B-1）sw02-03
安管棟2F計算機室2

サーバSW（SW-B-1）sw02-04
安管棟2F計算機室3

建屋SW（SW-B-1）sw02-12
警備所
建屋SW（SW-B-1）sw02-13
環境分析棟環分課

建屋SW（SW-B-1）
switch03
アテンダント1F

フロアSW（SW-B-1）sw03-01
アテンダント1F
建屋SW（SW-B-1）sw03-02
重水建家2F
建屋SW（SW-B-1）sw03-03
New Rw/B建屋1F
建屋SW（SW-B-1）sw03-04
Rw/B建屋2F

サーバSW（SW-B-1）sw02-01
安管棟2F新基幹SV
サーバSW（SW-B-1）sw02-02
安管棟2F計算機室1

建屋SW（SW-B-1）sw04-02
補助建屋2F FDAS

建屋SW（SW-B-1）
switch02
安管棟2F計算機室

フロアSW（SW-B-1）sw04-01
補助建屋2F中資室
フロアSW（SW-B-1）sw04-03
補助建屋2F中制室

建屋SW（SW-B-1）
switch04
補助建屋2F小型計算機室



1GT 1GT 1GTx2 1GTx2

LAG LAG
1GLX
100FX

1GLX
MC-100

冗長 冗長
1GLX
100FX

1GLX
MC-100

冗長 冗長
1GLX
1GSX

1GLX
1GSX

冗長 冗長
1GLX
100FX

1GLX
MC-100

冗長 冗長

1GSXx2 1GSXx2

LAG LAG

100FXx2 MC-100x2

LAG LAG

1GSXx2 1GSXx2

LAG LAG

1GT

上流スイッチ
工務棟

フロアSW（SW-A-2）koumu
工務棟

フロアSW（SW-A-2）dp
DP

フロアSW（SW-A-2）eef
EEF

フロアSW（SW-A-2）jimu
事務棟

フロアSW（SW-A-2）seiren
精錬棟

フロアSW（SW-A-2）kaihatusiken
開発試験棟
フロアSW（SW-A-2）kyoiku
教育棟
フロアSW（SW-A-2）syokyaku
焼却施設

拠点SW（SW-A-3）
koumuL3
工務棟

その他


	
	拠点毎機器数量
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